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 要 旨   

 

目的： 

消防士は、職務中に様々な外傷経験にさらされるため、PTSD （心的外傷後ストレス障害）、うつ病、飲酒

障害（AUD）、不眠症などの精神疾患のリスクが高い。本研究の目的は、韓国の全国的な消防士集団におい

て、PTSD、うつ病、AUD、不眠症の併存パターンを特定し、怒りの反応、レジリエンス、および外傷経験

の数がクラスメンバーシップに与える影響を調査することである。 

 

方法： 

韓国全国の消防士 54,054 人を対象にオンライン調査を実施し、PTSD、うつ病、AUD、不眠症の症状スコ

アに基づき潜在プロファイル分析（LPA）を行った。分散分析（ANOVA）にて特定されたクラスの特徴を比

較し、多項ロジスティック回帰を用いて怒りの反応、レジリエンス、および外傷経験の数がクラスメン

バーシップを予測するかどうかを調査した。 

 

結果： 

LPA により、4つのサブグループが特定された：最小限の症状（79.5%、AUD 平均スコア 5.1）、主に PTSD

（5.3%、同 8.2）、閾値未満の症状と併存（13.0%、同 8.7）、および高い症状と併存（2.3%、同 12.7）で

あった。外傷経験の数は主に PTSD を予測し、レジリエンスと怒りの反応は併存症の重症度を予測した。 

 

結論： 

本研究の結果は、消防士における PTSD、うつ病、AUD、不眠症の重症度が相関し、併存する傾向があるこ

とを示している。これらの結果は、消防士の併存症状を評価する必要性と、複数の併存疾患を持つ場合

に怒りの反応を減少させ、レジリエンスを強化する必要性を強調している。 

 

 


